Ⅱ．　スチームトラップの選定基準
前節ではスチームトラップのタイプ別作動原理について述べた。　本節では、スチームトラップのタイプ別作動特徴／選定基準について記述する。

スチームトラップ選定の際は、使用条件に応じて作動特徴を十分に活かした適切なものを選ぶことが、蒸気損失及び保全費用の低減、双方の観点から重要である。

良いスチームトラップの条件とは、前節で説明した機能を満足するトラップであり、経済的メリット（省エネルギー、保全の省略化）が大きいトラップである。つまりイニシャルコスト（購買価格）だけで判断するのではなく、使用中のランニングコスト（必要経費）がどのくらい必要かということも検討した上で、決定しなければならない。

Ⅱ－(1)　タイプ別特徴と経済性

ａ．　サーモダイナミックタイプ

作動機構上、ドレン排出後、必ず生蒸気漏洩を伴わなければ、閉弁しない。つまり新品を使用したとしても、必ず蒸気損失を生じ、その量はEXXON文献によると新品でもAVE. 1Kg/HR。

経時的に弁／弁座の摩耗により２年後には、正常作動品でも10Kg/HR程度に達すると考えられる。　耐久性は弁／弁座の摩耗が激しいので低いと言えよう。

利点は軽量小形で安価であること、及び、ドレンは全て排出することであるが、経済的メリットは、ランニングコストの増加により無い。　又、ドレンの排出性能についても年々、サーモスタティックタイプ等の技術革新／性能向上が進み、製油所内のほとんどのサービスでサーモダイナミックタイプを使用する必要性はない。

従って、今後、新たにサーモダイナミックタイプは使用しない。

ｂ．　サーモスタティックタイプ

作動機構上、弁及び弁座部はドレンで液封されており、生蒸気の漏洩は無い、又は、ほとんど無いので、省エネルギーの観点からは優れている。これは、ベローズタイプ、コントロールカプセルタイプ、バイメタルタイプに共通していえることである。

（各タイプ詳細）

・ベローズタイプ

ベローズは、破損しやすいものであり、比較的寿命が短い。　ミクロのピンホールが一個でも発生すると、機能不良（閉弁）となる。　従って、ベローズタイプは使用するべきではない。

・コントロールカプセル

コントロールカプセルはベローズと同様の作動原理であるが、動作部分が少なく、又、動作部分材料が高級材料（ハステロイ）で製造されているので、破損発生の確立はベローズと比べると極めて低いと言える。

作動は、ドレン温度と使用圧力により決定されるので、使用圧力毎の温度調整は不要である。

・バイメタルタイプ

正栓タイプ

作動は、ドレン温度に応じたバイメタルの湾曲力とスプリング反力により決定されるので、使用圧力（温度）に応じて、スプリングetc.の調整を行なう必要がある。

逆栓タイプ

作動は、ドレン温度に応じたバイメタルの湾曲と、使用圧力によって決定される。従って、使用圧力毎の温度調整なしで使用できる。

まとめ

省エネルギー、保全費用低減の観点から、コントロールカプセルタイプとバイメタルタイプを最大限使用する。

特に、サーモスタティック・ダイナミックコンバイドタイプと呼ばれるコントロールカプセルタイプと逆栓タイプは、使用条件（圧力）毎に設定温度＊の調整が不要であり、使いやすいタイプである。

正栓タイプを使用する上での注意点は、設定温度の確認、又は、調整を確実に行なうことである。　設定温度が高すぎると、吹きっぱなしの状態になり、低過ぎるとドレンに排出不足になり、滞留するおそれがある。

＊　設定温度と特記事項

コントロールカプセル　：　・飽和蒸気温度マイナス３℃と２０℃の２タイプがある。

・故障時の弁位置が閉なので、絶対に閉栓をさける場所には使用しない。

逆栓タイプ　　　　　　：　作動温度は、飽和蒸気温度マイナス１０℃～１５℃であり、故障時の弁位置が開なので、トラップの最高使用圧力まで、どのサービスでも使用できる。尚、作動温度は調整可能。

正栓タイプ　　　　　　：　主に、スチームトレーサーで使用し、設定温度は標準８０℃であり、調整可能である。　確実な調整を行なえば、トレーサー以外でも使用出来る。
ｃ．　メカニカルトラップ

作動機構上、弁及び弁座はドレンで液封されており、生蒸気の漏洩は圧抜き穴から流出する蒸気だけなので、ほとんどない。　又、耐久性も良く、総じて優れたタイプであると言える。　唯一の欠点は購入価格が高いことであり、故障時にはサーモスタティックタイプへの変更を検討すべきである。

検討上の注意点としては、メカニカルタイプは、ドレン排出量が大容量で使用されていることが多く、容量の検討を入念に行なう必要がある。
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スチームトラップ選定基準
	スチーム圧力区分
	スチームトラップの使用

（最高使用圧力 Kg/cm２、同温度℃、ドレン排水容量 Kg/HR）
	備考

	
	スチームトレーサー

（配管、設備、タンク等のヒーティング）
	その他サービス

（スチーム主管、ヘッダー等）
	

	D３
	3.5Kg/cm２
	・YARWAY TRACEMETE(B/M)(10,185,300)

・MIYAWAKI TB-1(B/M)(16,350,200)

・TLV LEX-7(B/M)(10,220,200)

・YARWAY TL(B/M)(17,300,300)
	
	TRACE MATE

TB-1　        設定 80℃可変（正栓タイプ）

LEX-7

TL;飽和温度 -15℃ --- 可変（逆栓タイプ）

	D４
	9.5Kg/cm２
	
	
	

	D２１
	21.0Kg/cm２
	GESTRA BK-15(B/M)(22,400,3500)

GESTRA MK-25/2U(C/C)(22,385,700)

25/2N(C/C)(22,385,3000)

25/2S(C/C)(22,385,5000)
	同左

0Kg/cm２～22Kg/cm２まで

設定温度の調整不要で全範囲で使用可能。
	
	設定温度

	
	
	
	
	MK-25/2U

MK-25/2N,2S

BK-15 
（逆栓タイプ）
	飽和温度 -20℃ -- 一定
飽和温度 - 3℃ -- 一定

飽和温度 -10℃ -- 可変



	D１
	42.0Kg/cm２
	MIYAWAKI CFH-TB (B/M)(32-45,425,500～1000）

YARWAY BY VAP HP-45
(B/M)(15～45,450,900～1500) 
	同左
	CFH TB；取付前に設定温度の確認＆調整必要。

（正栓タイプ）

HP-45；飽和温度 -10℃ -- 可変

（逆栓タイプ）





























































































































００１

